
〈中学校理科部会〉

研 究 主 題

「個 々 の生徒 の学 習意欲 を高 め、基礎 ・基本 の確 実 な定着 を図 る指 導方 法 の開発」

研 究 の 概 要

本 部会で は、 平成13年 度 か ら平成15年 度 まで 「個 に応 じた指 導 を生 かす 評価」 に関す

る研 究 を行 った。 平成15年 度 の研 究 で は、 「努力 を要す る状況(C)」 と判 断 した生 徒や

「十分 満足 でき る状 況(A)」 と判 断 した生 徒 に対す る適 切 な支援 を行 うた めに 、ア ドバ イ

スカー ドを作成 す るこ とが有 効で あ る との研究 開発 を行 った。

今年 度 は 、平成16年2Aに 実施 され た都 教育 委 員会 の 「児童 ・生徒 の学力 向 上を 図 るた

めの調 査」 を活用 し、学習 内容 の理解 や 定着 が図 りに くい単 元 の指 導 の在 り方 にっい て研 究

開発 を行 う とともに、 「努 力 を要 す る状 況(C)」 と判断 す る生 徒 に対 して、 学 習指 導 要領

に示 され る基礎 的 ・基本 的 な 内容 を確実 に習得 させ るた めに有 効な教材 開発 を行 った 。

1研 究 の 目 的

理科 教 育の今 日的 課題 を踏 ま えて 、学習 内容 の 定着 が図 りに くい要 因 を把握 し、 生徒 一

人一 人 に 、確 実 に基礎 的 ・基 本 的 な内容 の 定着が 図れ る よ うな教材 ・教 具の 開発 及び 指 導方

法 の研 究開発 を行 う。

皿 研 究 の 方 法

1平 成16年2月 に行 われ た 「児童 ・生徒 の学 力 向上 を図 るた めの調 査」 結果 か ら、 正答 率

が低か った第1分 野 の問題 に着 目し、誤 答要 因の分析 を行 った,

2上 記1の 分析 か ら、 特 に、 「回路 の電 流や 電圧 を測 定す る実 験 の基本 的 な方 法 を身 に付 け

てい るか」 を問 う問題 囹(1)を 採 り上 げ て、 この 実験 の塞本 的 な技 能 を確 実 に身 に付 け させ

る こ とをね らい と して 、導入 段 階や 学習 過程 にお ける教材 ・教具 の開発及 び指 導方法 の在 り

方 の研 究 開発 を行 った.

3研 究開発 した教材 ・教 具 を活 用 して、授 業 に よる検 証 を行な った。

皿 研 究 の 内 容

1研 究 開発 の視 点

抽 出 した 中学校2年 生 と3年 生 の生徒 に対 し、同 じ調査 問題 を実 施 したCJそ の際 、学習 内

容 が定 着 しに くい要 因や 生徒 のつ まず きに なってい る原 因 を明 らか にす るた めに、 なぜそ の

答 えを選 んだ か理 由 を書かせ た。そ の結 果、理 由を正 しく書 けた生 徒は全 体の38%に す ぎ

なか った。 また、正 答 して も理 由が 誤 っていた り、理 山が未 記入 の 生徒 が25%い る こ とが

わか った。 そ こで本 部会 では 、電流 計や 電圧 計 の基 礎 操作(電 流計 は回路 に直列 にっ な ぎ、

電圧 計 はは か ろ うとす る部分 に並列 にっ な ぐ)は で きるが 、なぜ そ の よ うにつ な ぐの か とい

う点まで は理解 が十分 に図 られ ていな い生 徒が多 い ので はない か と考 えた。

そ こで、 「電 流 ・電圧 」 とい う抽 象 的 な概念 を、モデル 等 を用 いる こ とに よって、 生徒 が
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具体 的 なイ メー ジを もて る よ うにな り、 なぜ電流 計 は回路 に 直列 に つな ぎ、電圧 計 は、 はか

ろ うとす る部分 に並列 につ な ぐのか とい う理 由が理解 で き るよ うにな るので はな いか と考 え

た、 また、 一人 一一一人 が作 業で き るよ うな環 境づ く りをす る こ とに よ って 、技能 の確 実 な定着

が図れ る よ うに なるので はない か と考 えた.

同様 に、 実際 に 月で見 るこ とが 困難 な第2分 野 の 「地 球 と宇 宙」 の 単元 の 天体 の動 き と地

球 の 自転 ・公 転 な どにっいて も、生徒 が イ メー ジを もちや す くで き るよ うなモデル 等 を用 い

た り、一 人一人 が簡 単 に作成 で きる教 具 な どを活 用 す る こ とに よって 、努 力 を要す る状況 と

判断す る生 徒に も技 能 の定着 が図れ るので はな いか と考 え、授 業 に よる検 証 を重 ねた.

調 査問題[司(Dの 回答の割 合 と選ん だ理 由のIE誤 の割合

(都 内公 立中学校抽 出6校 の2年 生 、3年 生 計41]名)
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2指 導事例1(第1分 野 「電流計 と電 圧計の つ な ぎ方」)

「電 流 とその利用 」 の単元 では 、電 流回路 にっ いて の観 察 ・実験 を通 して、電流 と電圧 と

の関係及 び 電流 の働 き につ いて理解 させ るこ とがね らい で ある。 しか しな が ら、電 流や 電圧

を実際 に 閏で見た り、具 体的 に 図で示す こ とは困難 で ある。 同 じよ うに 「地球 と宇 宙」 の単

元 につ いて も天体 の 日周 運動や 四季 の 星座 の移 り変 わ りな どの観 察 を行 レ＼ そ の観 察 記録 を

地球 の 自転や 公転 、地軸 の傾 き と関連付 けて と らえ るこ とな どが ね らいで あるが 、空 間の概

念 をイ メー ジ として とらえ させ るこ とや 平 面であ る黒板 に図 として示す こ とが困難 で あ るこ

とな どが、生 徒 に十分 な理解 が 図れ ない原 因の一 っ と考 えた.

また、生 徒が調査 問題 の解答 を選 ん だ理 由を分析 してみ る と、電 流 計は 回路 に直列 に、電

圧 計ははか りた い部分 に並列 につ な ぐ とい うこ とは、お おむ ね満足 で き る状 況 にあ るが、実

際 に、電流や 電圧 を測 定す るた めの回 路 を作成 す る とな る と、 ど うっ な ぐか とい うこ とが定

着 していな い こ とがわ かった.

多 くの 中学校 で行 われ て い るパ フ ォーマ ンステ ス トの結 果 か らは、 十分満足 で き る状 況 も

しくはおお むね満足 で き る状 況 と評 価 されて いて も、 時間が た って しま うと達成状 況 が低 く

な る ことか ら、電 流や 電圧 の概念 が本 質的 に は定 着 してい ない のでは ないか と考 えた.

そ こで、 電気 の流れ(電 流)や 電 流 を流す はた らき の大小(電 圧)を モ デル化 して見 せ る

こ とで、電 流や電庄 に対 す るイ メー ジを描か せ るこ とがで きれ ば 、電流や 電圧 の概 念 の理解

が深 ま り、電流 計や 電圧 計 のつ なぎ方 の技能 の高 ま りに結 びっ く と考 えた 。また この ことは 、

す でに学習 した 「直列 回路お よび並 列 回路 におけ る電流 ・電圧 の きま り」や 「電流 ・電圧 ・

抵抗 の関係(オ ー ムの法則)」 の学習 内容 の確 実 な理解 ・定着 にも効 果 が ある と考 え た。

(1)モ デ ル に よ るイ メ ー ジ化

生 徒 用 モ デ ル は 、 扱 いや す く安 価 な 、 外 径10mni、 内径7、6mnlの ガ ラ ス 管 を使 用 したn

丸 い粒 は 、大 き さが ガラス管 の内径 に合 い、粒 の大 き さが見やす い鉛粒 を使 用 した。
鼎

ガ ラス管の栓 は、 身近 な素材 で あ り、

安 く購 入 でき る食器 洗い 用の スポ ンジ を

切って利 用 した。

このモデ ル教材 を利 用す る ことで、

一人 一人 の生徒 が 自分 で作成 し
、楽 し

禦 塞膿1の 伊 ジをk'led'爵

ま た 、 「粒 の 流 れ 」 は電 流 で あ り、 醗 轟 瞳

お

「粒 の流れ の速 さ」 はガ ラス管 の 一立岩 聯 ダ

を机 上 に固定 し、管 の角 度 を様 々 に変 え 癌 論'

ぎ
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る こ と に よ って 早 く な っ た りゆ っ く りに な っ た りす る こ と か ら電 圧 をイ メー ジす る 上 で役

立 っ た。

鑑
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(2)授 業実 践例

① 単元名 第]分 野 電流 とその利用

② 小単 元名 「電 流」

③ 教材観 ・学 習観

電 流は電 子 の流れ であ るが、 中学校 段階 では電子 の概 念 は扱 わず 、電流 は実 際 に 目

にす るこ とがで きな い教材 で あるた め、概念 の定着 や 学習 内容 の理解 に差 が生 じる こ

とが 多い。

こ こで は、電 流 を 「粒 の流れ 」 とし、電圧 を 「粒 を流そ うとす る働 き」 とイ メー ジ

させ 、あ わせて 電圧 を 「高 さ」 とい うイ メー ジ に置 き換 える こ とに よって 、生徒 の学

習理解 を 図 るこ とをね らい とす る。 また、生徒 一一人 一 人が 作業す るこ とを通 して、技

能の習 得や知識 の確 実 な定 着 につ なが るこ とをね らい とす る。

④ 単元 の 目標

ア 異 なる物 質同士 を こす り合 わせ る と静電気 が起 こ り、帯電 した物体 間で は空 間を隔

ててカ が働 くこ と及 び静電気 と電流 は関係 が あるこ とを見 出す。

イ 回路 をつ く り、回路 の電 流や 電圧 を測定す る実験 を行 い、 各点 を流れ る電 流や 回路

の各 部 に加 わる電圧 につい て の規 則性 を見 いだす こ と。

ウ 金 属線 に加 わ る電圧 と電 流 を測定す る実験 を行 い 、電圧 と電 流の 関係 を見 いだす と

ともに金属線 には電気抵 抗 が あ るこ とを見い だす こ と。

⑤ 本 時 の 目標

ア 電 流 と電圧 の概 念 を、モデル を使 うこ とで、イ メー ジ として と らえ るこ とがで きる。

イ 電 流計 は、 回路 に直 列 に、電圧 計 ははか る部分 に並列 につ な ぐ理 由が理解 でき る。

ウ ガ ラス管 モデル を抵 抗 として 、電流計 を使 って流 れ る電流 の大 き さをは か る回路 を

作 成 で きる。

工 模 式 図や実 体配線 図 を使 って、電圧 は 「高 さ」と置 き換 え られ る こ とをイ メー ジ し、

ガ ラス管 モデ ル を抵 抗 と して 、電圧 計 を使 って両端 にか か る電圧 の大 き さをはか る圓

路 の作成 がで き る。

⑥ 指 導計画 及び検 証

本 時 は、 全19時 間扱 い の14時 間 目

と して実 施す る。 ま た 、単 元 の 終 わ りに

再度 同 じ調 査 問題 を行 い、 すべ て の生徒 季

が理 由 を正 し く挙 げ て正 答 で き るか ど う

かを検証 した.
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〈導入の部分 を中心 としたモ デル を用 いてイ メー ジ化 を図 る授業 展開例 〉

学 習 活 動 教材 ・教具 教 師 の 指 導 ・支 援 評 柵

◇ 木 時 の学 習 のね

らい を聞 く

◇ 演示 モ デル を見

て説明を聞 く

◇ 透 明 管 と鉛 の 粒 で

モデ ル を作 成 し、

イ メー ジ を描 き な

が ら自 由に 動 か し

てみ る

ピクチ ャーカー ド

アク リルパイプ、

鉄 球 を使 っ た演 示

用モデル

ガ ラ ス 管 、鉛 粒 を

使 っ た生 徒用 小 型

一"

モア ル

ワー ク シー ト

ピ クチ ャー カ… ド

立の 流

★本時 の学習 は、 これ まで学 習 した電流計 ・

電圧 計 を使 って 、回路 を流 れ る電 流 と電 熱

線の 両端 にかか る電圧 を同時 にはか る回路

を作 成で きる よ うにな るこ とが ね らい であ

ることを伝 える。

★ア ク リルパ イ プが回路 の抵 抗 、鉄 球が その

抵抗 に流れ る電流 をイ メー ジで きる よ うな

モデ ル を見せ て 、 これ か ら学習す る内容 に

ついて生徒の興味 ・関心 を高める。

★イ メー ジを描 きなが らモデル を扱 うよ うに

助言する。

★モデ ル を動 か しな が ら気 がつ い たこ とを ワ

ー クシー トに記入す るよ う指示す る。

★粒の流れ が電流 をイメージするものであ り、

粒 の流 れの速 さが電圧 をイ メー ジす る こ と

を伝 える。

ね らい が 理解

で き 、 これ か

らの学 習 に興

味 を もて た か

(関 心 ・意欲

・態度)

意欲 を もっ て

モデ ル 作成 に

取組 み 、電 流

電圧 のイ メー

ジ を描 い てい

る か(関 心 ・

意欲 ・態度)

電 流 と電 圧 の

イ メー ジが粒

の流れ と速 さ

に結 びっ い た

か(科 学 的 な

思考)

1流れ方の違 州

※ 債示 用モ デル はア ク リルパ イプ と鉄 球 を生 徒用 のモ デル はガ ラス 管 と鉛粒 を使用 した。

(3)生 徒 のイ メー ジ を よ り確 かな ものにす る模 式 図 、実体配線 図

モ デル に よってイ メー ジ化 した電流 、電圧 の概念 を よ り確 か な もの にす る とともに、

電流 計は 回路 に直 列 につ なぎ、電 圧計 は はか りた い部分 に並 列 につな ぐ理 由の理解 につ な

げるため に、模式 図や 実体配線 図 を工夫 して利 用 した。

実体 配線 図は、 生徒 が手 元の器 具 を見な くて も前(黒 板)を 見 なが ら教 師 の発 間 につ い

て考 えるこ とがで き る とい う点で有効 で あった。
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また、個別 の作業 に入 った とき、

生徒 が確 認 しな が ら学習 を進 める

際 に も、効果 的 で あった。

模 式図 は、演示 用 のモ デル を重 ね

合 わせ なが ら説 明す る ことに よ り、

粒 の流れ が電流 の流れ を、粒 の流れ

の速 さが 電圧 の大 き さをあ らわす と

い うイ メー ジの確認 に も役 立った。

嘆式図

∠
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〈模 式図 、実体配線 図を活用 した授 業展 開例 〉

学 習 活 動 教材 ・教具等 教 師 の 指 導 ・支 援 評 価

★モデ ルを使 って電圧 計のつなぎ方 を復

習 してみ る こ とを伝 え る。

傾 き が 大 き

ぐ〉始 めに行 った モデ ル を使 ア ク リル パ イ プ 、 ★管 を水平に した状態か ら、少 しずつ傾 くな る と粒

った体 験か ら、傾 きが大 鉄 球 を使 っ た 演 示 きを大きく してい き、粒の流れが どの の 流 れ が 速

き くな る と粒 の流 れが速 用モデル よ うに変化す るかを考 えさせ る。 く な る こ と

くな る こ と を思 い 出す。 (図に描かれ た三角形の高 さに着 目さ に 気 付 い た

模式図 せ る) か 。

(科 学 的 な

◇(三 角 形 の)高 さが 高 く ★高さが高 くなるほ ど、粒の流れが速 く 思考)

なるほ ど、粒 の流 れ が速 なることを確認 する。

くな る こ とに気 付 く。

◇模 式図 を見 なが ら、高 さ ★高さを測るためには、図 の2点 間をは

を測 る こ とが電圧 の 大き かれ ばれ ば よい こ と、 しか も、 どの2

さを測 る こ とに な る とい 点間をはかっても よい こ とに気付 かせ

うイ メー ジ を描 く。 る 。

◇電 圧 の大 き さは 、測 りた

い もの の2点 間 を測 る こ ★電圧 は測 りたい ものの2点 間(両 端 を

とで わ か る とい うイ メ ー はかればいい とい うこ とに気付かせ

ジが で きる。 る 。

★電圧 の大き さは、はか りたい2点 問 電 圧 計 の っ

(両端)を はかることでわかることを な ぎ 方 が わ

確認する。 か る か(知

識 ・理 解)
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学習活動 教材 ・教 具等 教師の指導 ・支援 評価

◇ 実際 に どの よ うに して電 生 徒用及び黒板用 ★厚紙で作成 した リー ド線 ・電池な どを

圧 計 を回 路 にっ な ぐの か の厚 紙 電流 計 ・電 模式図 の上 に置き、電圧計 をどの よう

考 え、 自分 のモデ ル を使 圧 計 、 リ… ド線 にっ ないだ らよいか考 えさせ、 自分の

って作 業 してみ る。 実体配線図 モデルで作業 させ る。 自 ら 主 体 的

に作 業 を し、

◇ ヒン トカ ー ドを使 っ て 自 ヒン トカ ー ド ★ どうして も分 からない生徒 には ヒン ト わ か らな い

分 の カ でや っ てみ る。 カー ドを利 用 す る よ う伝 え る。 時 は 、 ピ ン

〈〉学 習 リー ダー は班 員 に わ ★学習 リー ダーを指名 し、班の人が正 し ト カ ー ド な

か りやす く説 明す る、 くつなげてい るか確認 した り、ア ドバ どを活 用 し、

◇確認カー ドで確 かめる。 確認カー ド イ ス した りす る よ う伝 える、、 自分 の カ で

★ 確 認 カー ドを使 って 自分 であ ってい 解 決 し よ う

るか確認す るよ う伝 える。 と し て い る

★黒板 の実体配線 図で確認 し、確認 した か 。

◇ 教 師の説 明 で再確 認 し、 ピ クチ ャー カ ー ド 内容 を ピ クチ ャー カ ー ドで提 示 す る。 (関 心 ・意 欲

自己 評 価 を ワー一ク シ ー ト ワ ー ク シ ー ト ★ ワー ク シー ト(自 己評 価)に 記 入 す る ・態 度)

に 記入 す る。 よ う伝 え る。

(4)簡 易教 具 に よる実験 の個別 化

生徒 のイ メー ジを確 実にす るた めに は、モデル の活用 の ほか、 一人一 人が 実際 に器具 な

どを手 に して、作 業 を行 うこ とが有 効 であ る。観 察 や実 験の個別 化 に よって 、生徒 一人 一

人が、課 題 に正対 して 取 り組 む こ とが でき、直接 体 験 に よって理解 が よ り深 ま り、技能 が

定着す る と考 える。 同時 に、科学 的 な思 考力 を培 う基礎 づ く りもで き る.

しか しな が ら、 費用や施 設 ・設備 の 面で個別 化 が容 易 にで きな い こ ともある。 そ こで 、

一一人一 人の生 徒が 回路作成 の作業 がで きる よ うな 工夫 を行 った。 その一 つ は、安価 で手軽

に作れ る厚 紙 製の電 流計や 電圧 計 を作成

した。 また 生徒 が 円滑 に作 業 がで き る よ

うに 、短 い リー ド線 を使 用 す るな どの 工

夫 を行 った。

この厚 紙 製 の 電 流計 や 電圧 計 を使 用 し

て、 抵抗 と見 立 てた ガ ラス管 モデ ル を流

れ る電流 の 大 き さや そ の 両端 にか か る電

圧 の 大 き さ を測 定 す るた めの 回路 を、生

徒 一一人一 人 が短 時 間 の うち に作成 す る学

習が可能 とな る。

また 、 この単元 の指 導は生 徒の視覚 に訴 え る こ とで、理解 が容 易 に なる こ とか ら、生 徒
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が机 上 で使用 す る もの よ りやや 大 きい電 流計 、電圧 計モ デルや リー ド線 な ども厚 紙 で作

成 し、 黒板 を使 用 して説 明す る時 に活 用 した。

(5)ヒ ン トカー ドや 確認 カー ドの活 川

個別 に実験 や作業 を行 う際に は、

一 人 の教 師 が机 問指導 に よってす べ

ての生徒 の達成状 況 を確認 した り、

助言 した りす る こ とは困難 であ る。

そ こで、 「ヒン トカー ド」 を用意 し

てお き、生徒 が 学習 にっ まず いた り、

自らの考 えに 自信 が もて ない時 な ど

に活 用で き る よ うに した.「 ヒン ト

カー ド」 は 、っまず き易い と考 え ら

腿

れ る場面 を想 定 して、スモール ス テ ップの課題解 決 の方法 を カー ドに記入 した もの で ある.

「確 認 カー ド」 は、 ここでは 、生徒 が作成 した 回路 が、 正 しい ものか ど うか を 自 らが判

断 で きる よ うに作成 した。教 師 が素 早 く確認 して評 価 で き るこ とが望 ま しいが 、 カー ドを

使用す る ことに よ り、 自 らの考 えを修 正 しなが ら、 学習 を進 める こ とが可 能 とな る。

(6)学 習 リー ダー の活用

学 習 を進 めて い く過程 で 、理解 や習熟 の程度 に差 が生 じる こ とが予想 され る、 そ こで、

班 の生 徒 に正解 を示 した り、っ まず いてい る生徒 にア ドバイ ス をす るな どの役割 をもたせ

た 「学 習 リー ダー 」 を設 けた。

この 単元 は、 実験 を簡 易教 具 を使 って個別化 した こ とに よ り、授 業 の中で複 数 回 の作 業

が可能 とな った.同 時 に、生 徒 の理解 の程度や 習熟 の程度 に差 が 生 じやす い とい う課題 も

あ る.素 早 く回路 作成 がで きた生 徒 に学習 リー ダー と しての役 割 を与 えた結 果、始 めの う

ちは、 っ まず いて い る生徒 の回路 を完成 して しまい 、ア ドバ イス にな らなか った が、回 を

重ね る ご とに、 ど うすれ ば わか りや す く説明で き るか工夫 す る よ うに な り、 学習 リー ダー

自身 の理解 も深 まった。 一方 、っ まず いてい る生 徒 は、教 師 の助言 を待 たず とも、気軽 に

ア ドバ イ スが も らえ るた め、 学級 の生徒全 員が短 時 間で課題 を達成す るこ とがで きた。

この よ うな学習 リー ダー の活 用 は、生徒 同士が 学び あ う風 土を培 う点 で も有効 で あ るこ

とがわ か った。

(7)ワ ー ク シー トの簡素化 と自己評価 の導 入

生徒 が実験 や観察 に携 わ る時間 をな るべ く多 く確 保す るた めには 、で きるだ け 「書 く」

作 業時 間 を短 くす る必 要が あ る。 そ こで 、この 単元 では ワー クシー トをなるべ く簡 素化 し

て 、本時 の学 習内容 や ね らい に対 す る個 々の生 徒 の達成 状祝 を確認 し、次 時の指 導 に生 か

す こ とが で きる機能 のみ を もたせ よ うと考 えた。

その結 果、確認 した学 習 内容 は、 ピクチ ャー カー ドで の提示 に留 めて、生徒 の 自己評価

一38一



を巾心 とした ワー クシー トとした.自 己評価 は、楽 しか った か どうか とい うよ うな情意 面

は 、最 後 の 自由記 述欄(感 想)に 記入 させ る こと とし、す べ ての 生徒 が回路 を完成 す る と

い う 同標 を達成す るため に どの よ うな過 程 をた どったか を簡 単に評 価 させ る もの と した.

「① 自分 のカ のみ で達 成 で きた。② ヒン トカー ドを使 っ て達成 で きた。 ③ 学習 リー ダー

にア ドバ イ ス を受 けて完 成 で き たb」 の よ うに段 階 的 な表 現 を用 い 、 該 当す る項HにO印

をっ け させ た.

この ワー クシー トに よ り、生徒 が どの よ うに して 目標 を達成 で きた が明確 にな り、事後

の指導や 教師 の机 間指導 の際 に生かす こ とがで きた。 また 、 この よ うな ワー クシー トを繰

り返 し活 用す る ことで、生徒 の 自己評価 能力 を高 めてい くこ とがで き る。

(8)ピ クチ ャー カー ドの利 用

ピクチャー カー ドは 、本 時 の授 業 の課題(ね らい)を 生徒 に明 らか に し、学習 の途 中で

いつで も確認 で き るもの とした。 また 分か った こ と(学 んだ こ と)を 明 らかに し、学級 全

体 で共有化す るた め に も有効 であ った.

ピクチ ャーカー ドの使 用 は、教 師 の板 書 時間 を短 くす るばか りで はな く、常 に、教師 が

生徒 の様 子 を観察 しなが ら、 説明や確 認 、質 問がで き るな どの利 点 があ った。

3指 導事例[(第2分 野 「地球 と宇宙 」)

太 陽や 月 、オ リオ ン座 な どの 四季 の星座 な どは身近 な天 体で はあ るが 、実際 には全 体像 を

見 る ことはかな わない。 また 、天体 の観 察 を通 して 、地球 の運動 に つい て考 え るこ と とな っ

て はい るが、 生徒 自身 が 「太 陽や 星座 が動 いて いる ので はな く、 自分 自身 が 動い てい る(地

球 と ともに)」 こ とを実感 す るこ とは非 常 に困難 であ る。

したが って、地球 の 自転や公 転 に起因す る 「日の 出」「日の入 り」 の方角 や 四季の星座 の位

置 関係 、季節 に よる昼 夜 の長 さな どを実感 として理解 しに くい ところが あ る。 コン ピュー タ

に よるシ ュ ミレー シ ョンや ビデ オ な どの視 聴覚教 材 の活用 も行 われ てい るが、 ここでは指 導

事 例1と 共通 して、 実際 に 目にす る こ とがで きない事 象 ・事物 をモデ ル を活用す る ことに よ

って 、イ メー ジ化 を図 り、理解 を深 め る こ とがで きるので はな いか と考 えた。 また 、一人 一

人 の生徒 が 自作 した教 具 を使用 す る こ とに よって、イ メー ジ化 が容易 に図れ るので はない か

とも考 えた。

モ デルの 開発

観察 者が 地表 に立 って 南の 空(天 体)を 見て い る とイ メー ジで き るモ デル と、太 陽 の

まわ りを地球 が公転 してい る様 一Fを模 式 的 に表 した シー トを使 って 、 日本 の 四季 に見 られ

る代表 的な星座 の位 置や 見 え る方位 、時 刻な どを簡 単に知 るこ とが で きる指導方 法 、教材

・教具 につ いて研究 開発 した。 生徒 一人 一人 に厚 紙 で同 じよ うなモ デル を作成 させ 、作業

させ る ことに よって 、イ メー ジ化 を図った。

ただ し、 この 教具 を使 用 した方法 は 、生徒 自身 で 既 習事項 の確 認 をす る時 に有 効 で は

あるが 、 自ら考 え させ るよ うな学 習の指 導 には適切 では ない。
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〈モ ア ル 〉 〈 シ ー ト 〉

IV研 究 の 成 果 と 課 題

1モ デル を使 ってイ メー ジ化 を 図 る指 導方法 に よって 、電流 計 は回路 に直列 に、電 圧計 は

はか りた い部分 に並列 にっ な ぐ理 由の理解 が容 易 にな った。

2安 価 で、簡単 にで き るモ デル を使 うと、 一人一 人の 生徒 に よる作業 が可能 となる。 この こ

とは、技能 の 向上に効 果が ある こ とが わか った。

3モ デル を使用 してイ メー ジ化 を図 る指導 方法や 作業 の個別 化 を図 る教材 ・教 具 を活用 した

授 業 の後で 、同様 の評 価 問題 を実施 した結 果、 中学校2年 生で は92%の 生徒 が、3年 生 で

は90%の 生徒 が 、理 由 を含 めて正答 して お り、お お むね満 足 で きる状況(B>及 び努 力 を

要す る状 況(C)に 相 当す る学 習状 況 の改善 に有効 で あ った。

4ヒ ン トカー ドや確認 カー ドは、生 徒が 主体 的に実験 や観 察 に取組み 、っ まず いた ときの一

つ の適 切 な支援 として また、 自分 の考 えや 方法 が適切 で あ った か どうか を確認す るの に有効

で あ る。 教師 に よる助 言 に比べ 、生徒 の達成感 が 大 きい とい う利 点 もある。

5習 熟度別授 業 を実施 して い る学校 の実 践 では、基礎 コー ス(努 力 を要す る状 況(C)に 相

当す る)の 生徒 の正 答 は 、45%で あ った が、今 年 度 は前述 した指 導方 法や 教材 ・教 具 を活

用 して授業 を行 った結 果 、80%の 正答 に改 善 した。

6モ デル を有効 に活用す るた めには、 あ くまで理解 を しや す くす るた めの補助 的 な もので あ

る こ とを踏ま えた指導 を行 な う必 要が あ る。 モデル は あ くまでモ デル で あ り、実物 とは異 な

る こ とはきち ん と指 導 してお くこ とも大切 で あ る。

7生 徒 の主体 的な学 びを支援 す る ヒン トカ ー ドについ て は 「何 を どこまで提示 す るか」 とい

うこ とも含 めて、今後 さ らに研 究 が必要 となる。

8学 習 リー ダーの活 用は 、生徒 同士 が学び あ う授 業づ く りに一定 の効果 があ った が、 リー ダ

ー として指名 す る生 徒が 固定化 しない よ うに、単 元や授 業 のね らい を考慮 しなが ら工夫 して

い く必要 が ある。
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